




































8月 9日 生活科・総合教育研究会開催の「夏季研修」 ・実践発表（藪）
10月 9日 附属小学校にて開催の現職教育授業研修（広止・ 谷尻）
10月 23日 和歌山市立有功東小学校にて開催の「生活科・ 総合的な学習の時間 研究発表会」
公開授業（是壁）
11月 3日 附属小学校にて開催の「教育研究発表会」 ・公開授業 c~-~m ・貴志）


























































































































































































実践者：藪 隆政（和歌山市立雑賀小学校 5年 1組）
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5 成果
今年度から共同研究メンバーが 3名増え、互いの切磋琢磨がより一層みられるようになった。全国
レベルの実践者である石堂裕氏の講演がきっかけとなり、メンバーの周辺まで学ぶ意欲がより高まっ
ている。石堂氏の勤務先である兵庫県たつの市立新宮小学校を訪問してその指導を真近に見て学ぶと
いう活動も一度ならず行われた。さらに、これまでの蓄積を積極的に発信すべく、今年度は第 2回石
堂裕氏講演会の前半にメンバー 3名による実践発表の場も設けた。また、独自の公開研究の場を持つ
こともでき、咋年度課題として挙げていた「授業を広く公開し、批判的に学び合うこと」 「全国の優
れた実践にふれること」 「和歌山市・和歌山県全域へ、学び実践したことを発信する」等が少しずつ
出来てきた一年であった。
新しい学習指導要領の柱となっているカリキュラムマネジメントを実践的に進める上で、この共同
研究の意義は少なからぬものがある。各自の意識を更に一段高め、共同研究が和歌山の総合的な学習
の時間の実践を全国に発信していく拠点になればと考えている。
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